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r
人か
4
E引
叫
ん
で
、

U
7
u
η
向
い
に
昇
一
＼
ハ
ρ

マC
J

ミ
は
、
「
Y

石
伊
」
と
い
う
河
一
J

で
コ
金
属
の
販
売
需
ャ
ム
片
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ん
で
お
り
、
吹
同
十
ト
に
た
町
を
、
呈
出

H
に
文
折
口
γ

一d
H
一
、
い
る
〕

y

f打
点
の
ー
モ
一
い
け
刊
は
小
さ
と
里
中
支
店
L
r
b」
社
壮
て
お
記
上

F
J

P

院
で
一
一
、
J

一
二
三
コ
同
い
い
で
よ
め
っ
「
言
中
又
店
以
、
商
品
の
奴
…
ん

だ
付
で
な
＼
士
院
科
立
で
飢
什
に

U
「げ；
ρ
汗
川
、
二
、
代
人
れ
も

独
rHに
A
H
川一
J

一
、
い
る
o

u
γ
は、

A
を
吉
川
目
え

j

店
長
に
亙
梓

L
た
う
え
て
、
そ
心
U
口
十

ι
r
t
Lた
む
と
に

V
A
は
、
九
日
一
υ
思
ー
中
ム
ス
止
川
一
言
ー
と
し
日
、
一
↓
t
r

I
コ一、
J

てり円
h
l
b

ト
の
同
門
mJ〆
一
引
入
れ
る
ぷ
パ
ロ
に

f

い、

y
u一同一川

を
心
な
げ
れ
や
J
な
ら
な
い
一
一
、
1
づ
交
刊
を
吋
し
よ

J
l
d
m

、もは、

Y
に
相
内
Jr
一
、
五
か
二
百
ヘ
リ
ヘ
U
L
A
円
必
心
ル

ピ
？
日
川
町
斡
士
別
↓
人
－
9
る
刈
人
約
を
諦
付
し
て
商
品
の
制
↓
人
人
ぞ
え

山
わ
さ
j
ぇ
、
代
全
を
ん
に
払

t仏
1

七
ま
げ
ヒ

1
0
術
的
ど

持
J

て
士
山
れ
し
ご
し
ま
っ
に
μ
Y
は、

X
寸
り
〔
い
二
而
求
が

あ
こ
」
き
に
は
、
ペ
ネ
ム
れ
〈
一
〈
U

い
ん
刊
を
土
払
わ
な
げ
れ
ば

仙一つ
L

川かいわ

ほ
お
ピ
一
、
一

Y
三
石
市
需
守
支
店
長
一
の
い
明
書
一
き
を
川
い
て
、

B
t［
］
有
叩
た
め
の
川
、
業
活
動
ケ
行
っ
て
い
た
ん
防
に
は
百

は、

υ
？
と
豊
中
支
店
長
遅
打
し
～
わ
円
て
は
Z
V
コ
に
が
、

B
が
又
円
長
乃

H
Aき
を
使
可
す
る
心
を
黙
誌
す
る
た
h
t

で
ω

J

、
最
中
士
山
広
の
宇
治
所
（
U

角
を
利
山
さ
一
て
1

L

八P
F

一の

よ
う
丈
状
記
一
k

B
は
、
王
宝
石
、
叩
り
山
土
t
H
H
t
〉
し
亡
、

x

b
り
一
ノ
一
一
行
j
c引
い
l
y熔
人
寸
る
明
釣
ど
梢
結
〕
こ
、
そ

nv
納
人
を
支
け
、
7
ザ
八
、
代
ヘ
ず
な
い
文
古
わ
な
ト
ま
ま
、
牝
ド
ん
J

バ吋～
J

f

よ
ね
れ
し
て
L
一
二
三

J

な
お
、
の
刊

F
は、

vi

石
F
H

の
芹
主
民
川
v
F
J
1
心
～
め
に
記
給
」
乙
勺
と
い
～

7
R
Hで
明

y
r
h
 

人
さ
、
れ
ら
J
o
r
て
3

J

1

〕

X
J
r
h
C
己
出
合
引
が
？
丸
つ
一

日
ぎ
に
は
、
代
金
二
ハ
J
C
M円
三
，

FFわ
な
付
わ
ば
な
〉
な
い

ふ
M

は

Y
は
、
じ
か
一
査
問
支
凶
戸
れ
に
混
住
ず
る
ζ
ζ

ーもに、
P
J

小
J
U
口

ど
登
記
ど
ん
r

Z

C
様、

Y
は
仁
ど
UHHr
に
～
ぷ
、
州
刑
仔
り
な

f

－t
h
L
t
い
主
か
っ
f

ニ
の
「
で
つ
な
状
況
の
も
こ
、
（
ば
、

、、j

fり
一
笠
内
ぇ
凶
ド
μ
」
〉
片
μ
き
か
一
附
い
亡
、

x！？っ

。
〈
〉
万
円
一
叶
の
h
y

〆
ヤ
心
指
怖
を
法
人
F
2
Pナ
約
を
品
川
惜
！

J

て

商
品
。
…
…
↓
人
が
受
け
f

、
ペ
ノ
ヘ
代
金
士
｝
一
え
れ
に
1
2

主
主
、
タ

ノ
中
日
出
制
怖
か
L
M
汁
っ
て
主
隠
れ
？
）
f

与一
J

J

X

口、

t
L
V

支
一
仙
ー
、
化
h
m
h
任
さ
れ
二
い
る
こ
／
を
い
川
つ
な
い
き
ま
、

Lr
に
代

ご二一
U

〉
ん
刊
誌
一
志
求
1
J

｝

γ
は
土
払
z
v
れ
豆
計
あ
る
川

ヘ
参
考
条
文
、
司
法
（
省
同
町
一

V
一

一

洋

政

治

息

調

史

汁

円

治

以

刊

日

I
l

凶
引
い
、
出
、
宗
教
に
i
J
？
っ
つ
、
リ
一
ユ

i

リ
ク
／
市
吋
心
J

イ

、
ノ
グ
↑
ゥ
～
に
の
以
A
U
m
u
む
に
も
た
ら
L
た
波
止
～
つ
い
て
論
じ
な

つ

ムヘ乞
w弘

九
九
日
明
日
山
一
り
州
ぅ
、
二
イ
ン
タ
ラ
ン
ぜ
の
ん
円
討
し
牛
久
川
、
ヲ
メ
リ

カ
独
り
革
命
、
及
び
連
邦
訟
法
制
官
の
問
述
、

1
J

い
て
論
じ
ま
コ

U

J

そ
の
ざ
っ
ロ
ヅ
ク
〆
ミ
イ
シ
、
及
川
ν
禄
心
分

υ
の
罰
法
に

は
必

F
百
R
す
る
ケ
と
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器
本
政
治
史

次
心
一
問
に
仏
、
「
え
な
さ
い
「

1

7
門
医
帝
凶
ぺ
学
は
一
丸
一
一
ヘ
伊
今
一
つ
二
創
設
さ
れ
一
－

ピ
ュ
の
同
印
刷
に
創
刊
日
＝
れ
ト
一
ハ
ツ
刀
土
に
政
泊
川

J

状
況
ニ
の
同
士

2

I

U

や
は
H
K

小山山
u

去
に
政
治
R
U
F
に
へ
レ
て
、
「
灯
統
川
心
之
？

J

i
d
、
昌
際
環
境
な
ど
に
留
子
一
な
が
っ
一
、
夜
及
川
一
手
間
か
ど
の
ゴ
て

ふ
耐
じ
な
ム
A

じい

主

情

草

川

担

問

、

十

日

制

問

ギ常一ふ

V
ロ

イ

ザ

リ

ン

ゲ

法

み

円

支

持

右

主

的

問
U

むしに
I
｛

4
〈
ー
ご
っ
ち
一
同
～
古
川
v

戸
、
ノ
、
ど
さ
い
仁

、
同
店
1
J

出
悲
波
打
開
～
ぶ
詳
削

X
は
、
、
よ
ど
zuTl
汗
に
百
円
1
v

て
、
山
富
山
以
小
川
一
ら
ゼ
出
向
行
町
一
一
れ
z

h
～
～
明
、
こ
れ
に
U
I
J
る
ど
こ
い

J

～
れ
抗
宮
渉
中
一
で
事
情
そ
聴
取

々
下
こ
待
一
、
山
ず
土
」
帰
宅
L

Z

J

L

f

一
一
円
る
と
、
去
祭
ハ
ロ
告
ら
一
駅

μ

も
引
き
続
き
ト
一

J
Fゲ
コ
ね
れ
y
C
せ
て
も

J
7
、
片
三
も
引
所
心
人

のい
h

い
が
況
に
な
る
ピ
ろ
ー
と
の
味
、
門
市
宅
ザ
ず
胃
の
、
川
一
く
の
ふ
小
F

ル
に

rま
つ
に
は
1

入
2
J
フ
部
屋
は
設
に
ヱ
d
y
－－
ν

L
丸一J

る
か
ら
一
と

す汁

zu
れ
七
七
山
ノ
、
世
山
市
兵
「
者
一
ヰ
く
心
不
ゾ
ル
に
～
宵
円
一
ず
る
日
一
と
1
7
よ
J

J

ー
か
し
、
ホ
テ
ル
の
出
陣
に
は
w
一盲点
J
｛
口

r
ヘ
が
泊
ま
り
込
で
さ
つ

に
川
岸
心
叫
に
は
二
人
の
μ
警
察
官
が

ι

一
込
ー
ニ
止
コ
て
い
る
状
況
で

コ
コ
コ

6

一J

詰E
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数
日
出
叫
議
心
中
川
カ
淋
続
｝
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役
に
、

ヤ
八
ぃ

Y
Vム
ヴ
ハ
1
n
v〆

J
［

μ｝

：
ぅ
、

γ

J
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X
は
こ
の
山
内
を
も
と
に
逮
崎
起
不
さ
れ
る
こ
1

〉

な
の
こ

上
記
事
例
に
お
い
て
、
問
1

？
訴
訟
は
上
町
ほ
こ
な
る
点
下
手
け
て

論
ぜ
ぷ
（
三
た
し
、
人
中
に
は
十
」
山
本
「
ワ
ピ
i
J

併
に
て
肋
内
応
す
る

、一
」

> 

｛
白
凡
召
捜
査
、
部
制
限
台
、
令
状
1
設
、
日
刊
州
開
花

7

一、

足
法
収
東
一
伊
都
州
除
法
則
〕

［
詑
誌
2

〕

h
何
一
校
医
一
直
コ
山
冊
子
炉
宇

長
店
、
ノ
l
A
／
グ

Y
7
心
増
加
が
祉
会
同
組
円

k
J
て
い
る
が
、

増
加
の
原
仰
は
い
刈
℃
正
、
二
心
開
店
士
解
法
ず
る
に

ι
c
k一殺に

二
口
、

y
一
心
寸
？
で
つ
入
怯
こ
と

F

か世
J
ノ」、レりれ
e
Q
よか

〔
同
怒
っ
ニ

r
E
慌
l
Y
4
2
て

話

帥

に

～

一
作
伴
相
ふ
に
訪
れ
九
相
K
M
Y白
か
ら
、
次
の
よ
z
な
刊
誌
、
日
あ

J

｝
崎
山

。

っ
し
先
己
、
父
川
、
一
「
ノ
ぱ
コ
一
一
c

母
は
院
に
亡
〈
d

っ
て
、
「
で
ペ
ロ

立
に
は
川
ん
と
叫
が
L
る
ι
九
人
は
月
と
結
婚
す
る
泊
二
交
悠
J

し
て
ー
一
吋
一

弘
津
が
ー
ど
こ
］
向
い
九
二
♂
）
心
あ
fq
炉
、
そ
の
々
、
注
ノ
｝
の
悶
に
1
浜
口
U

J
U
P
円
る
か
と
久
町
ん
は
知
ら
な
い
「
人
一
｛
の
し
こ
ろ
、
遺
一
口
告
は

rp
つ

川

ム刊に
J

L

いv
な
い
「
川
見
は
父
。
事
業
主
大
ソ
斗
ア
ポ
法
ず
っ
と
手
伝
九
、
同

事
業
ど
大
き
、
三
、
く
れ
た
ー
方
妹
は
枯
M
m
L
q

る
際
に
ぷ
今
、
羊

昨
日
戸
、
て
よ
）
門
J

h

人
ば
ず
だ
t

立
は
父
に
江
：
」
州
一
も
し
て
い
な
ρ
し、

H

I

人

反
対
に
作
れ
も
）
亡
、
も
三
一
て

ρ
な
い

J

泣い仲
J

）
こ
仰
向
、
父
I

J

供
｝
／
阪

で
し
た
以
市
、
山
玄
米
を
ι
三
、
ぃ
一
丁
場
1
y

か
な
り
の
預

prが
ぬ
る

キ
l
ノ
l
r
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い
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Y
Y｝

刀
よ
え
に
虐
一
砕
を
汁
日
ー
い
っ
た
り
よ
い
V
L

弁
当
ー
で
に
な
ハ

A

」
つ
も
り
で
、
出
産
分
割
ん
と
良
仕
一
ー
、
い
く
ト
て
宅

〆コふれ
7
Z呉
市
I
刊
か
一
い
く
つ
か
あ
げ
刊
誌
汚
ヘ
円
説
明
に
必
官
、
な

事
柄
z
乞
簡
潔
二
論
じ
な
～

ο
い

υ

日
刊
誌

A
Y

己
防
相
品
。
二
点
一
芳
仁
川
時
治
d
h

N
F
rけ
住
人
門
町
内
λ

に
つ
い
て
、
制
止
片
（
し
エ
山
山
科
仏
古
川
地
べ
一
〈

ノ
＼
た
六
一
い

こ
の
際
に
は
、
古
い
川
に
之
G
公
益
出
品
U
訟
）
翫

h
r一P
）
こ
、
従

米
り
民
法
の
公
益
法
人
足
定
心
険
料
や
辺
H
に
L

／
心
よ
ろ
な
問
題
ー

日f
c
J
戸
）
よ
一
士
、
具
体
的
に
触
れ
て
戸
、
だ
さ
い

一
可
川
由
民
教
は
日

V
畳
間
山
法

2

戸
一
記
の
設
問
、
ワ
一
三
れ
ぞ
れ
？
つ
い
て
僻
H
甘い＼
l
品

北

町

一

士

lF出
求
荏
の
よ
一
誌
に
お
ず
る
化
衣
何
日
一
一
説
を
、

乙
｝
れ
そ
れ
に
お
げ
る
民
間
～
川
の
役
剖
に
コ
い
ァ
、
の
IL一
併
も
踏
ま

えL
r

一
上
、
説
U
L
、
論
許
止
と

叫品川
2

一
検
出
向
一
刀
公
式
に
日
ず
る
子
況
に
コ
い
ん
、
凶
器
説
、

扶
時
出
江
主
そ
れ

t

」
れ
説
明
し
、
、
千
が
か
ら
ト
ん
た

1

牧
問
」
マ
〆
～
め

ぐ
る
叩
バ
仙
川
小
山
H

刊
誌
円
い
が
一
品
〕
ぺ
よ

み

iR；忍
ι

宵
崎
ィ

お

a
，d

曹三

U
M法
4

z

門
情
川
町
史
教
A
f

ソ
〆
ツ

1
ス
ス
々
ラ
ヴ
の

f
〆
ス
ト
ア
ク
タ
ー

c品々
Q
X
は
、
日
告

か
〕
y
h
ノ
1
1
M
止
の
え
に
一
八
人
カ
な
さ
れ
小
安
に
山
「
コ
て
い
一
一
て

」
わ
、
ク
一
ワ
ブ
に
A
D担
ー
に
な
っ
J

よ
い
で
つ
に
釘
務
ど
組
む
、
一
工
乞
求

市
、
ク
ラ
ブ
も
y
ご
れ
に
応
ノ
ん
が
、
ー
の
外
出
品
川
戸
に
は
必
J
J
I
h
t
j
ヒ
現
れ
、
一
33

 

E
L
L
Aく
ま
て
殺
人
ゲ
一
利
げ
ら
れ
る
な
ど
じ
状
記
が
ね
沼
た
c

子
こ
で
、
川2
 

X
は
、
、
い
ゴ
ゲ
一
一
宵
時

yと
v
i
F

県
い
引
奔
三
万
九
柑
J
Z
A

に
一
ワ
ム
力
、
山
口
吋
川

しん一……
F
F
J
官
」
勤
務
先

P

併
設
し
七
り
と
口
わ
れ
三
と
も
な
J
Y

片山
U

を

叫

し
で
も
ら
ん
ず
、
ぷ
安

r
E
ト
ィ
な
が
コ
川
到
訟
を
し
恥
け
乙
し
た
こ
こ
ろ
、
日

ク
ラ
ブ
に
戸
市
計
九
Y
持
；
日
品
、
が
到
」
れ
、

X
に
F
J
円山
j
v

、一九九
w
h
C
散
弾
も
γ
L

発

日

対
し
、
そ
の
内
撃
を
支
汁
ι
J
X
は
－
九
三
L
た
f
y
f
一
日
間
後
、
ミ
も
川

rv
誌

に
お
い
よ
U
W
A
L勺
抗
戦
二
、
川
口
殺
L
た
J

A
に
つ
い
こ
は

H
’L
h
J
弁

学

人
L

長
一
ノ
丁
に
わ
八
っ
て
布
同
や
而
濯
均
む
い
1

）パャふたと一
γ
、
め
ず
、
っ
て
内

U

－
ソ
で
ル
が
ね

v
t
ι
l
h
、
詩
人
が
蛍
一
V
J
ご
相
談
～
行
く
こ
こ
も
ほ
々
で
刈

あ
コ
た
が
、
恰
E
R
Tる
Y
県
vhu
位一戸
r
v臼
の
堂
察
、
h
は
一
込
荷
ソ
プ

μ
と

L
一
、
扱
い
以
リ
い
仰
い
え
戸
、
す
る
よ
う
に
、
止
弘
F
F匂
～
止
ま
〉
て
い
＋
｝

J

手
心
役
、

A
戸
ね
銃
の
可
リ
持
許
可
ど

γ
山
川
公
友
会
長
九
古
か
ら
d
A
r
i
l

、
入

計
附
人
に

rと
え
る
1
ご
7r川
一
て
猟
説
会
一
構
、
プ
二
ん
り
、
飢
読
ピ

N
n
て
投

与
寸
る
な
？
に
の
行
出
が
見
九
一
札
」
一
必
、
ム
‘
の
霊
人
は
、

VUEμ

に
λ
心

円
心
抗
河
川
吋
日
川
2

ァ、ィ
c
な
い
よ
ろ
に
し
て
ほ
し
い
こ
い
う
市
夕
立
丁
乞
什
っ

t

ぅ、

ヤ
ヒ
明
ば
、
民
刀
法
一
芸
づ
f
訂
山
富
咋
の
際
に
、

A
と
隣
人
の

fフ
デ

ル
ー
も
考
定
L
P人
卜
で
苛
琶
な
十
乙
判
所
L
k
t司
川
が

7
l
て
い
る
、
卜

一v
y
u
が
続
く
よ
う
な
、
勺
ば
、
銃
刀
渋
に
た
っ
：
九
一
り
松
山
丘
下
九
つ
れ

つ
直
絡
L
て
ほ
し
い
乙
H
ノJ
ノ
、
乏
の
役
、
隆
人
、
猟
銃
士
め
く
る
r
：ノ

J
ノ
ノ
日
は
か
γ
V
J
9
I
J

事
件
ρ
数
年
H
の叶
l
成

F
U

ワ
に
、
訟
を
使
コ
八
犯
罪
が
多
発

J

、



X
正
予
刊
乙
よ
＼

ιに
亨
件
も

ι
h＼
銃
刀
長
引
弘
山
高
4

江
主
山
リ
心

厳
格
化
、
古
求
め
る
よ
m
fぃ
H
M
立
っ
て
、
同
ん
た
h
d

し
い
↑
、
も
そ
の
必
要
刊
t

出
川
埠
し
に
い
h
Hは
か
行
わ
れ
に
が
、
ム
ー
一
日
午
に
尽
力
向
に
す
令
銃
住
所

付
悼
究
明
に
関
し
た
制
制
限
化
が

h
わ
れ
～
J
U
W

民
主
主
る
必
巾
ら
が
あ
る

こ
し
て
銃
刀
法
の
y
ヅ
主
的
ね
ー
に
は
ギ
ソ
守
、
一
叶

4

舟
査
を
慎
重
一
行
一
ノ

と
い
う
方
針
か
ぬ
さ
れ
に
に
「
士
二
、
い
＼
」

な
お
、
銃
川
以
解
説
常
に
は
互
不
羽
守
口
一
欠
格
事
山
に
っ

て
、
例
え
ば
、
投
入
、
白
山
咋
、
先
生
主
J

の
犯
日
ト
ケ
一
犯
し

π犯
心
段

い
の
あ
る
芥
、
、
犯
川
正
刀
経
験
は
己
、
d

？
？
、
そ
小
ノ
注
倍
、
婦
は
一
ハ

ρ

ど
か
J

み
て
J
J
T八
の
ル
ナ
合
身
体
＋

h
y、
は
財
叫
ん
J
へ
は
公
十
八
の
hhえ
L

J
J
J
i

一七」一
2
Q
ρ

そ
れ
の
あ
る
、

ζ

が
明
ら
か
で
あ
る
粁
与
が
こ
れ
」
日
告

す
る
と
記
哉
さ
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
、
「
公
共
一
り
rベヘモム
J
Z
i
G

心
例
L

し
ず
、
一
ト
巴
持
に
は
へ
小
生
命
え
は
肘
峰
、
に
い
川
一
L
て
危
t
を
加

え
な
し
か
、
花
え
ず
ゆ
ず
h

、
に
か
旬
、
脅
迫
寺
を
わ
っ
て
レ
る
者
口
、

注
除
心
討
に
畏
怖
、
ご
を
起
ご
さ
せ
ム
ヲ
！
っ
ケ
一
言
動
を
ず
る
場
九
と

J
F
vギ

ド
、
ハ
一
わ
ハ
て
い
に

x
h
γ

乏
肢
は
、
誌
か
一
相

J

十
段
〆
て
ど
の
一
な
詐
丹
、
山
口
γ

一計七
h
I

〕
ど

の
J
ム
主
主
張
主
う
ろ
こ
L

と
が
で
一
き
る
か
、
さ
の
詰
点
以
υ一U

め
つ
れ
ゐ

べ
3
3

）
巾
＼
へ
加
い
μ

なぺ」い
v

「t
rメ
ザ
仏
本
文
抗
日
川
刀
幻
類
所
持
生
J

取
締
民
一
有
地
）

スト
i
l
与

行

為

性

mrg制
等
了
間
ず
る
点
、
な
い
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以
下
の
れ
以
内
に
入
令
泌
hvr

↓
な
目
的
一
を
込
p

」
な
さ
し

「引時、
人E
口
呼
汁
l
、
教
ほ

日

の

日
句
ー
を
没
数
同
解
ー
ケ
一
件
け
し
て
も
い
υ

併
存
用
紙
に
は
括
払
一
の
紋
J
Q
J

b
」
記
人
、
、
数
ア
の
順
を
に
川
市
弘
寸
J
r
Q
F
し
れ

む
法
人
刊
刊
の
与
事
主
ケ
I
度
心
市
川
U
C
主
絵
は
、
FJ

ヨ
路
市
主
主
I
E
心

J

命
令
の
認
カ
っ
I

ゴ
＝
一
尚
一
↑
長
合
一
度
心
掛
主
の
町
出
JrA
た
ど
常
様
で

あ
る
一
法
税
二
条
項
1
W
1
該山

T
市
午
尽
の
伝
令
心
悩
～
管

ヘ
ず
べ
き
令
訟
に
仏
、
別
段
の
だ
め
カ
h
J

る
も
む
乞
U
Yゆ
き
、
資
産
心

杭
光
、
付
信
リ
λ

は
ι

一円
L
に
よ
る
ι
l
＼
又
心

2
）
、
生
債
に
仁

る
資
産
。
正
晴
乏
汀
そ
心
他
心
車
引
～
I
L

－
－
、
以
外
の
3

む
に

JTω

斗
刊
晶
子
4

す
れ
土
賓
の
ほ
五
円
叫
犯
で
め
い
ノ
ヤ
戸
税
二
矢
二

mJ）
、
当

一
一
市
丸
万
ヤ
吃
の
損
仏
心
相
に
詩
人

τ、
主
企
知
は
、
引
一
伐
の
山
疋
め

の
ゐ
る
も
の
を
除
吉
、
ψ
」
ぷ
事
業
年
度
心
収
／
L
ピ
J
P

可
る
つ
み
）
、

（
日
）
ど
の
目
、
れ
、
九
に
ヰ
ず
る
司
伝
円
筒
、
当
！
日
市
主
計
－
FI
＃
4
0

7」
、
戸
7

1

J

L

の
他
の
安
町
心
街
及
ひ
ど
一

A
事
業
年
川
比
の
担
比
午
、

の
訟
で
一
、
日
一
以
外
の
以
引
に
似
る
も
の
て
あ
る
ヘ
同
条
一
－
f

〔

こ
れ
h

の
一
史
去
に
い
う
収
恨
の
担
比
ひ
そ
用
柑
一
六
の
加
は

戸ドJ
）
」
佐
p

て
計
刊
品
々
れ
る
も
む
と
さ
れ
工
沼
る
法
税
一

ヤ一川向羽、
ω

二
の
－
で
つ
に
、
出
店
、
将
一
μ、
は
一
店
、
人
ゆ
L

す
の
計
算
が
、

見
則
1

じ
こ
、
企
業
利
、
人
以
の
Hh
定
の
技
術
一
に
あ
る
企
荒
ム
立
川
デ
中

拠
L
て
一
竹
ゃ
れ
O

べ
き
も
の
と
じ
に
る
が
、
一
」
♂
宝
J

な
考
え

方
は
一
川
乙
呼
ば
れ
る
こ
と
が
め
令
仁
日
一
れ
b

企
業
刊
益
り
算

一t
手
続
三
ヨ
か
り
み
る
、
六
法
へ
は
取
引
主
I
h
h

却
し
ノ
と
の
「
～
ロ
叫
刊
に

日
ん
づ
い
ご
4
7
来、
A

札
四
六
を
正
明
4

、石
j

に
す
る
L

め
仏
代
f

げて
f
h
u

り
て
の
投
京
ut
崎
益
計
込
書
止
が
汗
借
汁
問
主
に
主
主

2A1戸
、
法
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人
税
法
凶
作

uTヘ
の
ご
の
よ
う
な
決
算
を
え
晴
子
二
各
室
J

ぷ
牛
切

心
内
科
力
金
制
を
一
一
山
羊
「
匂
佐
治
ー
な
採
二
、
い
る
し
い
え
る
亡

J

心ド
y
F
V

ノ
以
内
以
前
立
一
円
、
と
い
う
が
法
相
じ
何
条
芯
与
F
1

こ
れ
は
、
い
千
三
二
一
五
時
比
定
し
？
誌
曹
に
お
い
ご
貴
凶
リ
人
は
山
沼
市
だ

こ
し
て
経
円
ず
る
J

ー
に
一
円
休
的
に
士
ば
札
て
い
る
ο

こ
む
よ
一
ノ

と
へ
品
計
弘
一
円
り
へ
刊
に
）
こ
呼
ば
71
る
が
も
引
に
一
祝
日
償
却
資
昨
心

償
却
官
、
均
託
宣
岸
一
リ
信
却
校
、
資
青
山
剖
恒
慣
等
の
一
副
十
ー
と
い

、
つ
法
九
日
一
門
川

J

」
よ
る
損
益
心
計
f
L
q
｝
訣
へ
の
ロ
＋
示
、
か
内
九
一

｝
〆

j
ノるト

νに
、
法
院
が
あ
る
が
、
叫
叫
ん
で
、
企
実
会
一
ー
が
叫
ん
に
担

従ん
Y

戸
討
に
よ
っ
こ
ん
決
定
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
二
三
L
h
い
～
7

、

き
現
象
古
帰
1vhr
る、

ζ

が
あ
る

必
主
人
税
山
山
口
午
后
取
什
一
り
鳴
い
に
手
収
益
が
叫
ん
ぺ
や
る
も
一
り
乙

し
一
い
る
－
一
世
一
足
こ

u
向
山
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
、

住
市
取
引
の
持
行
に
も
豆
町
吟
利
γ
」
心
存
イ
を
認
め
る
日
解
こ
廿

出
取
引
力
場
介
に
収
常
生
保
削
「
る
も
乃
L
r

↑，
F
Q
U
K
但
と
午
の
ム
旬
、
」

訓
古
の
代
十
一
九
州
U
b
l
M
幌
乙
し
て
は
、
ん
百
オ
刊
の
州
償
荒
川
む
lh一へ
口
に

は
T
J
t戒
ノ
吟
保
の
－

U
F
に
対
し
て
設
店
乞
法
人
ム
に
咽
訪
日
和
ず
べ
き
で

あ
日
、
川
利
自
民
什
い
け
の
よ
ワ
な
h

恐
慌
に
J
r
o
－
U
｝
の
場
〈

J

ち
山
刊
一
日
付
惜
廷
の
吊
叫
川
仁
山
市
大
初
日
の
斤
汁
認
と
の
古
川
訟
に
村
L
fと
れ

と
同
慌
の
却
現
シ
イ
」
汗
つ
べ
き
で
あ
る
と
J

川
る
説
一
清
算
誠
一
札
説

J

が
あ
る
八
ぇ
者
A

り
川
見
炉
1

」
し
て
は
、
午
悦
取
一
引
一
一
、
こ
れ
と
同

めか
J

許
IR
凶
ロ
ス
を
も
た
り

F
有
償
取
引
〈
司
机
」
斗
守
山
由
来
一
ね
段
取

り
同
校
一
玩
な
ト
ー
）
段
階
説
一
と
、
王
常
川
市
対
伍
で
収
ワ
ピ
行
っ

た
者
三
の
河
口
ザ
ム
デ
結

ry
、
日
叫
に
出
店
、
同
心
一
日
目
）
を

佐川河戸
J
A
G

、
め
に
、
住
肝
制
収
引
か
ら
も
収
益
ぶ
パ
ナ
戸
ノ
ム
匂
ご
と
ー
一
ゲ
擬

制
L
A
r、
む
乙
よ
る
又
（
忍
4
叫得込戸川｝
I
λ
J

バ
占
め
る
ι

ず
れ

に
r

一
へ
一
一
信
取
引
γ

九
け
っ
こ
沃
人
に
は
、
刊
行
の
対
…
い
刷
出
Y
1府
間

ρ
収
、
県
～
付

F

J

J

Q

認
税
H
V
I
V
わ
い
引
る
が
、

M
丹
～
、
ノ
と
の
取
引
の

仲
手
ん
が
子
ん
が
江
主
ょ
の
ω帳
台
に
は
、
そ
の
村
州
北
当
絞
は
日
｝

L

ゾ
＼
士
た
、

z
c取
引
一
川
判
1
方
J
M
J
以「

b

州
出
入
の
役
【
片
付
下
J

U

Z
P
Zへ一、午、
J

K

川
市
当
阿
ν
之
一
八

J

？
？
し
亡
、
ノ
て
刊
誌
、
い
い
b

：ノ

G

I

L

L

J

i

f

j

：
J

J

G

4

2

1

2

1

1

誠
二
三
J
回
全
に
討
人
さ
れ
な
い
こ

J

一
に
も
わ
高
〕
な
け
れ
ば
な
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f
れ川千一－い

ー
っ
ぽ
い

I
、

守
現
行
法
人
税
法
心
構
権
一
n
J
る八
L
宗
ム
主
計
て
は
、
A
V

主
む
ず
刊
ぷ
ぷ
刈

品
千
的
に
山
比
一
山
斗
ィ
と
い
、
1

方
ヱ
ハ
て

E
認
さ
れ
一
句
、
、
刀
十
刀
ム
杭
に
、

企
業
U

附柄引
h
J

↓
出
促
一
し
て
逐
4
1
M出
折
、

γ九
副
主

r
G
一め

の
方
訟
で
あ
り
、
や
ま
の
川
町
北

K
レ
L
清
算
古
前
従
こ
二
、
回
目
障

と
目
仁
心
／
4
木
町

j

半
の
比
較
に
よ
っ

f
相
益
一
千
「
出
一
山
羊
」

λ
m
v
n

γ
る
示
、
乙
対
比
々
礼
る
で
ご
も
の
、
忠
る

F

一R
4
h
で
ぶ
き
〈

半
ハ
な
る
の
は
ポ
妥
司
代
，
J4
れ
一
取
扱
い
y

品
る

前
vuに
よ
れ
ば
、
収
、
人
以
に
つ
い
、
は
、
ゐ
一
心
光
パ
ー
が
本
間
的
人
一

J

一
V
J

伴
主
的
に
古
川
政
で
き
る
に
三
つ
～
段
J
刀
、
収
行
U

三
芯
議

ffJ一

年
宣
に
叫
分
す
る
一
と
が
H
K
求
さ
れ
G
J
M

、
の
上
フ
な
ム
以
下
刊
処

到
の
基
準
士
一
幻
、
－
い
う
こ
礼
ば
、
介
主
会
副
L

、
現
令
主

去
に
け
川
ー
リ

F
る
け
よ
益
賛
同
の
一
人
ジ
か
処
理
人
生
で
か2

る
川
竺
に

町
士
る
会
計
処
川
主
陣
立
の
る
が
、
仕
業
会
計
峠
則
は
、
収
血
心
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い
ご
は
、
設
住
的
に
伴
占
ー
に
主
主
門
H
P
」
川
糾
止
す
る
に
め
に
、

乙
れ
を
拭
用
）
げ
に
い
る
〔
市
二
－

L
位
占
て
」
法
E

ヘ九九件、は、

土円。
i

出
向
応
計
算
y
d〈
I
砂
川
ム
「
計
に
昨
泌
さ
j
h

て
い
る
が
、
出
？
例
て

は
、
話
会
叩
計
上
時
刻
心
主
時
一
－
1

て
、
以
rh
に校
C
4
ハ
ハ
ボ
九
九
ぶ

の
毛
並
が
そ

AY一
二
一
市
川
い
っ

h
る
の
で
は
ば
く
、
町
得
税
LUβ

↓

心
一
収
入
金
引
来
日
或
ム
い
と
い
川
い
プ
＼
（
お
乙

1
L
Y九七
J
M
按
用

さ
れ
ず
い
る
。
所
得
税
？
ヤ
（

t

ハ
条
羽
は
以
入
金
九
仙
人
ど
1

以↓人」
J

べ
き
主
的
一
と

p

：
止
め
て
い
る
が
、
ー
の
与
え
方
円
切
、
二
日
丈
一
口
少
一

一
ー
ベ
人
寸
べ
ぎ
－
V
J
J

会
絞
」
こ
併
す
る
ど
い
う
解
釈
に
荒
川
ノ
〈

J
u
n
w
て
あ
る
。

活
止
し
は
苅
間
山
市
川
引
の
引
と
こ
ろ
制
点
yu
ら一
J

る
ぺ
費
用
は
一
、

〆
れ
に
」
ヲ
て
持
侍
さ
れ
る
収
益
と
刈
む
さ
2

一
て
計
上
さ
れ
る
べ

き
も
り
／
さ
れ
る

b
cの
一
人
う
な
p

去
っ
引
机
一
川
仁
川
医
淋
を
一
一
仔
ご
」

し
う

h

止
山
一
弔
問
の
立
川
（
将
来
人
的
を
今
川
ナ
〕
山
義
の
士
山
帆
人
中
島
〉

FJ

兵
士
ベ
仙
沼
F
Q
」
構
成
ご
い
も
刀
井
原
刊
山
引
い
』
）
に
つ
い
と
は
、

出
却
費
ど
同
緑
、
収
拾
乙
一
心
附
に
M
U
7
声
技
的
な
医
恥
民
一
昨
が
一
計

約一
J
h
d
l
よ
い
刀
で
、
（
汀
｝
の
古
一
ポ
に
i

げ
ふ
り
反
り
9

U
↓れ山に
h
u
t
件

し
た
山
肌
話
と
形
｝
人
的
こ
（
先
立
羽
聞
が
同
じ
と
い
う
三
味
一
ド
ニ
対

心
さ
せ
ス
計
上
「
る
こ
こ
と
さ
れ
て
る
こ
の
一
で
つ
h

費
用
収

抗
の
対
応
り
さ
吋
一
H
A
U

一
ぞ
と
い
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伐
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右
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叩
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椛
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冒
日
に
係
空
宮
人
税
当
初
一
｝
て
い
る
こ
、
当
J
M
告
携
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叫
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を
い

7
ζ
X、
日
一
工
い
ザ
h
v
p

出
パ
℃
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収
不
注
｝
叫

4

人
人
目
崎
行
す
な

わ
ら
一
以
）
の
場
ム
に
の
み
そ
の
指
た
を
山
間
ム
ホ
円
引
出

r
A
V
こ
と

に
L
て
い
る
こ
鮮
さ
れ
て
、
お
一
法
判
明
条
一
項
目
）
c

こ

れ
に
刈

J
1
主
一
山
吾
川
存
り
郊
が
司
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叫
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仙
一
、
J
J
一
円J

規
定
に
よ
〉

て
掛
金
に
品
入
三
れ
な
い
と
伊
八
さ
れ
ァ
、
ト
ム
勺

｛H
］
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仰
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友
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付
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ず
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－
州
事
リ
ポ
’
止
F
K
の
μ
判
M
A
7

」
己
主
止
一
る
刺
株

Jr

抗
体
に
一
仇
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蒋
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の
リ
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第
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ず
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の
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↓
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－
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ず
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＼
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仁
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瓜
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低
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れ
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す
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、
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－
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岳
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決
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司
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↑
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仏
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台
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｛
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司
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］
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れ
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仲
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荷
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／
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叫
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司
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の－
A

タ
回
九
仏
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又
は
手
続
。
終
了
ω

己
い
か
役
遅
滞
な
く
、
会
旬
証
券
川
市
門
戸
一

J

同門夜、でれ
J

い
る
、
一
一
ふ
ジ
他
討
が
一
匂
ヘ

1
1ど
め
る
！
万
広
げ
い
よ
り
間

一
小
さ
れ
て
い
る
こ
と

日記 ！，j）、学！08 :i 2~bJ 246 [2iJCS. S ' 



・：＇成 ；九＇1：：空 '/c！明記験i的活

ロ
そ
の
叩
政
行
で
定
め
る
叫
門

内
国
法
人
が
そ
の
枝
氏
t

対
I

J

て
ム
フ
～
給
す
る
拾
っ
ヘ
引
現
又
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る
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－
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／
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又
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仮
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又
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］
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叫
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prる
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h
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仁

J
t
u
J
r
o
A
A
川
江
ハ
村
、
斗
成

に
阿
保
」
た
ど
時
折
、
＋
↓
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叶
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催
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什
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仕
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ヶ
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↑
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れ
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；
3

一…問点
γ

の
規
定
行
迫
附
を
わ
ゐ
も
の
一
〈

はい
y

の
よ
う

J

か
没
員
約

7
を
い
～
〉
叩
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れ
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よ
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は
れ
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す
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取
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］
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什
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句
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述
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菜
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廿
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仏
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＼
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ず
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心
、
久
M
L同作品呪、

刊
日
三
｝
状
ピ
柾
で
げ
い
ん
！
v
る
A
を
泊
い
J
門
的
制
作
、
必
惜
し
な
が
コ
、
ミ

の
叶
持

m
ど
7

J

／
ク
仁
、
レ
～
布
か
っ
一
計

U
川
門
を
抜
今
一
枚
旬
、
帆
＝
＝
？

に
述
記
で
舎
か
か
一
三
、
一
昨
一
以
下
一

2
訂一口
7命、

J

↑）

V
A
パ

υ川ザ
4υγ
ど
U
U州

〕

hih九一」

d

p

間
2

L
氷
心
凶
…
｛

X
ば
e
A
か
ワ
口
口
の
殺
害
1
1
依
拘
弐
一
れ
に
こ
こ
か
会

仙円
Jγ
て
、
災
際
に
は
、
日
殺
害
デ
ボ
作
け
す
る
一
口
忠
は
ん
ェ
、
く
な
く
、

rγ
フ
一
の
準
備
も
」

F

－
い
な
し
の
に
、

A
M
対
二

4
ハノハ〉一
U
万

可戸
コ

円
で
や
J

Z

令
か
ら
〈
γ
J
n

町山
h
kり

L

え
J

手
川
行
は
三
ノ
ノ
ハ
ノ
万
A

判。

し

f
W
J
向
け
た
ム
、
河
川
さ
対
て
い
、

L
J
E
R
ム
Jな
が
コ
、
「
こ

い
ウ
が
行
く
や
っ
ぐ
も
↑
v
ノ
行
，
、
入
、
出
も
段
町
市
h
し
と
る
ん
や

たv
r

f

川
レ
向
汁
丘
一
ご
一
Y
J

、
え
は
、
若
手
A
U
J
r
L
父
什
ア
れ
ば
ト
且
】
り

に

μ
殺
害
を
尖
「
付
し
て
く
れ
る
も
の
と
該
自
L

翌
？
六
以
わ
け
山
首
っ

引
き

n
L
に
二
、
一
行
一
円
心
れ
を
X
の
与
税
小
に
持
宰
二
一
父
什
L

x口
、
出
卜
一
り
淫
川
判
中
f
リ
Y
を
呼
ゴ
ー
先
立
一
、
一
り
一
一
ハ
バ

J

パ

刀

叫

士
以
L
Aゎ
除
、
川
弘
行
片
山
内
る
よ
、
つ
ノ
口
に
か
一
、
ー
は
、
特
」
4rし
む
ニ
乙

な
ノ
、

X
の
依
頼
に
忘
t
p
t
i、
週
間
／
h
、
主
｝
飲
h
いゲ〆日ハにー

た
降
、

x
u
「
ー
か
ら

U
ヘハ〉一

υり
い
わ
1

）
一
つ
～
」
1

｝H
H
慢

J

て

い
る
の
士
山
内
し
亡
、
じ
ん
ら
が
涼
脅
し
て
い
る
ニ
ヘ
ノ
ノ
、
し
れ
ん
円
が
、

X

が
A
か
っ
不
正
に
人
手
工
、
も
り
で
？
の
古
一
－
r
r
d一誠
L
j
y
n
r
、
や

り
る
よ
く
匂
ど
の
士
、
土
門
ル
笹
打
点
杭
祝
し
た

x、
＼
ι4η
先
行
八
れ
γ
屯
一
叫
こ
ぼ
さ
h
h

V
国
際
法
2

川
工
早
占
有
教
授

凶
恥
M
C
U
h
什
乙
主
人
ハ
tm戸
仰
に
院
す

ω凶
取
引
バ
ト
九
ウ
き
い
払
、
の
日
に

肘ハ門え－守
そ
の
内
科
は
ど
づ
い
う
も
の
で
凶
る
か

月

ゆ
て
乃
選
｛
寸
・
召

h
状
況
は
ど
う
f
h
γ
h
b
か

さ
ム
に
川
化
よ
る
↑
め
に
は
と
り
上
ろ
な
と
が
当
↑
八
、
フ
れ
J
J

V
民
法
3

日
仲
井
町
、
三
指
数
校

問
題
l
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J
l

成

τ一
士
一
月
一
、

H

X
ば
Y
か
っ
牧
ワ
日
一
以
卜
十
九
件

皿
L
r

い
う
、
」
一
～
J
Rト
f
l
け
る
吉
川
V
L吋

1
RぃN
F

約
を
、
、
、
ー
よ
ね
河
戸
、
将
却

［
／
十
小
門
町
心
、
混
一
川
m川村一
l
f界
的
に
有
ハ
台
以
ド
イ
J

の
，
、
イ
い
亡
ノ

で
七
作
紀
に
判
人
の
手
に
よ
〆
て
J

学
に
作
つ
れ
た
と
げ
て
あ
り
、

ム
志
し
た
恒
怖
は
立
つ
一
い
じ
川
円
一
に
あ
っ
＋
：
台
）
三
、
本
位
止
法
、
打
ノ
向

精
精
当
辻
、
ド
イ
ツ
乃
一
戸
ン
ヘ
て
三
山
忠
世
凶
の
？
J

術
展
に
照
一
、

Z
れ

て
お
り
、

t
口
伝
J

U

4

ソ
国
内
の
い
く
つ
か
の
美
花
展
午
、
照
一
小
5
れ

る
こ
と
が
決
ヨ
ゴ
ペ
v
z
v
p
て
こ
て
、

x
yは
、
木
斗
旦
の
引
＼
一
以
片
町
h
h

Y
4
成
七
立
一
一
月
七
日
乙
定
め
p
t

メ
心
役
、
、
ー
は
、
本
件
川
山
古
γ
L
M

ヘ
U
ヘハ〉
h
Hで
ー
す
り
時
「
惜
の
布
一

利
4

〆
Z
ζ
心
間
で
締
結
し
、

fw岐

U
A
1

ペ
月
一
い
に
け
」
引
＼
一
M

L

3

〆
川
主
の
た
C

し
〈
ニ
マ
ハ
ャ
ペ
モ
一
J
依
の
調
査
り
約
京
、
メ
γ
件
川
止
は
、
七

日
記
川
U

F

J

Y

4

ザ
ク
ヤ
ン
王
ふ
い
ず
慢
出
と
れ
て
｝
た
極
め
て
歴
史
的

側
也
心
品
h
J
も
の
で
お
る
と
い
ふ
判
明
L
、
川
叫
イ
は
、
ム
件
一
心
側
外

は
一
U
fハ
〉
パ
〉
方
刊
に
ま
で
井
三
に
い
る

V
A

は
Y
に
対
し
＼

j

C

I
－
－
ぱ
川
山
中
川
構
成
で
わ
ハ
、
、

ζ
c
r
h
j

な江八一

ir巨
人
戸
一
ず
る
こ
｝
が
で
き
と
刀
式
件
い
い
ワ
恒
常
に
す
い
思
し
な

予
口
、
必
ず
Jγ
同
じ
場
へ

f
dけ
や
～
し
て
回
、
体
的
二
泊
ぜ
よ
れ

中口出
2

抗
当
権
に
長
っ
く
均
ト
代
佐
一
心
匹
目
一
一
？
の
る
角
押
え

〉
い
一
＼
ω

一
ぜ
よ

官

v
民い一平山
4

次
り
問
l
、
閃
2
に
弘
司
パ

J2、いよ

り

zh十
刊
に
け
十

幡
肝
九
点
相
在
教
同
以

R
l
－
 

H
川

I
l川

被
相
じ
か
人
ー
は
、
半
成
心
斗
尽
に
山
F
A
四
、
ハ
ハ
パ
万
川
門
主

残
し
て
死
」
し
ι
J
市
続
人
に
に
、
主
の
ノ
十
五
乙
Y
しf
｝Z
が

る

A
は
立
は
一
江
主
叫
月
に

X
に
対
し
、
交
わ
即
入
資
金
一
一
て

コ
コ
ワ
力
円
心
賠
ワ
ヂ
行
こ
し
九
一
さ
つ
て

A
江川丁一止

t
L

d

寸
六
ヨ
に
Y
に
対
1
V

〈ゾ〈（
J
N
F
h
の
辺
川
町
L
L
行
J

て
い

7

こ

り
場
れ
に
お
い
「
！
毛
、

x
y
z
u口
、
作
山
相
杭
分
一
り
組
合
持
主

J

な

ベ」
h
v

2

被
柘
山
首
九
九
片
山
、
山
一
成

c
i
一
月
に
討
以
内
ニ
7
ハ
ノ
＼
ノ
刀
汁
を

残
〕
f
h
死
ー
し
と
一
ょ
桐
続
人
に
は
、

A
の
L
J
V
A

と
主
1

｝ソ
L

やかしいる

去
は
山
成
一
八
年
日
月
に

X
二
い
人
、
し
、
三
ヘ
ベ
ノ
ノ

d

円
心
出
州
中
｝

札
ヮ
て
ど
ー
し
文
た
、
九
山
山
市
ド
在
九
何
人
目
に
相
続
t
、
で
は
な

い
V

ド
ハ
り
し
内
九
一
一
り
同
（
り
村
山
叩
与
一
一
、

r成
一
九
年
J
月
三
相

続
人
で
ふ
い
な
し
Q
に
わ

L

（
ハ
ハ
一
小
方
刊
の
川
で
J
b
A

行
っ
て
い
｝

こ
心
場
合
同
t

、
判
例
が
あ
る
川
司
会
に
は
川
可
に

J

た
が
う
て
、

、！

χ
yぐ
れ
ぞ
れ
が
、
誰
こ
い
ノ
＼
ら
む
利
八
ん
減
殺
己
出
合
引
で
き
る
か
、

川
l

外
2
4｝レ
J

へん
T
v
u
い

ロ口

ー
他
校
さ
ハ
ザ
る
一
U
M
の
宣
言
］
に

5
寸
る
次
の
r
人
半
定
一
札
み
、
以
ー

り
問
、
に
科
え
な
き
い

平山法爪
vkyι
人
則
す
る
断
釈
は
、

f
p

へ
の
一
品
一
三
ー
し
か
あ
り
得
引

い
J
Fな
わ
ち
、
以
一

VVJ削
机
「
一
f

い
戸
川
べ
3

二
千
つ
に
、
を
＝
一

の
よ
芹
は
法
律
日
認
め
る
遺
言
事
頃
の
い
↓
γ
れ
ト
山
一
該
レ
ィ

J

ん一
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げ
れ
ば
、
ー
こ
の
郊
力
は
な
い
0

1

ご
」
日
つ
亡
、

z
I
↓パ一の
tr人
凶
J
f

「
い
山
続
さ
有
る
』
と
山
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ば
山
吉
川
に
よ
る
防

育
児
分
の
日
忠
京
小
て
あ
る
と
恥
J

収
で
き
る
以
上
、
吾
川
開
乙
し
て

の
み
効
力
ゎ
認
め
る
ヘ
き
℃
七
ゐ
。
ぺ
伊
康
司
可
一
柑
続
ゴ
ハ
一

一／
3
k閥
、
↓
つ
ハ
一
年
一
二
円
亡
さ

一
花
校
ゲ
、
せ
る
一
同
口
の
遺
口
と
は
河
か
「
現
一
4
4
v
h
Z
O
L

n

「
一
利
社
刊
に
一
y
G
一
行
口
五
弓
｛
U
刈
主
と
山
っ
た
財
産
が
、
五
＃

分
割
を
μ日
ゃ
に
号
、
日
記
社
人
r
v
t民
、
主
郁
す
る
か
汗
力
乙

γ
ー

山一4

涯
に
つ
い
て
、
、
し
の
一
正
μ

一
？
の
非
告
が
U
1
一小

1
1
3よ
れ
ノ
r

う
見
解

Lr
判
例
の
立
場
の
相
J

百

w
説
明
〆
な
さ
い

な
一
一
和
紙
さ
4

る
一
一
行
心
温
口
心
介
一
象
乙
仕
ハ
た
財
産
日
、

w哩
昨

へ
刀
訟
を
い
計
…
デ
に
三
ノ
ム
川
一
刊
杭
ー
へ
同
1

日
伏
広
r
f
す
る
か
芦
よ
か
と
J

う

同
区
に
つ
い
。
ど
の
ぷ
「
？
惇
す
べ
き
か
一
端
じ
な
さ
い
一

V
経

済

法

↓

民

同

却

古

在

校

段

l

卜
ュ
ω
刀
問
題
に
コ

L
二
一
）
に
芹
棄
と
い
れ
ば
さ
し

日

S
S
N
I
P
基
主
と
は
、
（
－

Lγ
一
地
計
一
；
命
保
、
叶
い
ム

れ
る
J

ひ
ね
で
め
る

引vv

品
九
回
配
給
会
什
勺
J
4へ
回
世
μ
の
I
ヘ
場
料
ど
拘
束
ず
る
こ
と
ム
ヘ
不

公
止
白
山
引
方
法
一
般
升
｛
↓
℃
二
ほ
玄
坂
可
佃
惜
の
ー
に
け
ん

J

心

問
題
て
は
な
く
、
一
二
一
抗
拘
束
条
件
付
取
引
）
の
開
制
と
え
れ

る
の
は
、
拘
束
め
い
り
京
日
」
古
川
M
t
ょ
く
－
）
た
か
り

j

一つ’
D
J

勺

z
d
一そ

7
1
1パ
ヘ
ー
が
、

一
円
。
円
J
l

一f
入
れ
に
μ
l
孔
を
人
ヘ
ハ
｝
刊
U
E
販
正

ー
〈
い
る

C
れ
に
、

tJ辺
市
畔
グ
h

礼
与
し
V
が
彼
件
ι
じ
一
時
ん
円
て
い

る
F

針
作
林
ぶ
亡
い
か
な
る
～
汗
frがけいョ山市
h
y

曹

v
自
凶
亭
回
収
法
1

一町村一円一，
t
ゑ刊日

i
i
X
の
凶
一
向
ir－
－
況
明
し
か
勺
ざ
い

hu

引
…
務
弘
主

日
一
同
伴
計
所

P
3

川村山汗計
14

4
l

引
去
己
主

3

判
λ
ホ
守
一
円

2
J
W仇
ρ
疋
卒
ut
一説
U
で
、
忽
い
づ
問
に
川
市
主
代
い
｝
ザ
イ
ム
？
l
k

パ
上
C

A
M
V
怯
苦
り
は
一
、
円
山
九
A
1
八
月

μ、
作

2
h尚
一
ι胃…同存続
M
f

f

L

方
円
）
に
た
つ
き
、
日
…

J

州仰い当j
S所
付

J
r
v
l
Mに
刻
7
る
畑
出
読
売

を
山
市
し
ず
亡
、
事
二
1
1

」
、
帰
制
読
冗
間
始
以
｛
じ
み
と
原
同
三
J
h
w

紀
州
守

J

山
が
さ
れ
に
と
い
ろ
で
、
討
は
、
J

成
六
許
可
山
口
川
口
、

H
わ
｝

切
に
ド
地
に
抗
4
4
栓
（
桃
川
世
保
債
権
組
↓
↓
〈
U
O
万
円
、
か
一
一
日
定

J

、

そ
の
な
一
立
を
科
れ
し
ι
J
主
ず
／
、
ヨ
比
、
叫
成
一
八
作
十
日
可
川
、
川
叩

土
地
に
つ
ー
い
ん
、

M
ノ一ハ
u

間
三
貴
岱
品
川
川
町
八
約
九
v
一
締
杭
ー
六
甲
：
池
を
M

に
引
き
バ
L
て
い
た
、

υ
ろ
は
、
さ
ら
に
、
ド
成
一
九
年
じ
万

J

、
日

の
～
に
に
沢
当
地
一
ヘ
伎
f
県
出
桂
摂
八
ヘ
一
つ
て
は
日
乞
認
定
＼

F
r

パノ

丘
司
も
d
d
出
し
に

P

債
権
者
心
は
、
記
崎
制
続
七
ー
ん
f
T
品
川
心
配
レ
r
J久
求

引
関
内
で
あ
る
干
氏
九
平

i
H
一
〕
、
執
行
丈
の
付
与
F
れ
人
執

行
迂
台
、
μ
阿
川
市
出
二
ハ
ノ
ハ
ノ
勺
l
」
に
江
市
づ
き
、
吋
山
市
日
比
配
当
凶
器
討
を
ー

一
－
り
て
の
役
、
〕
つ
l
i
M
制
晴
t
t
J斗
f
J

絞
J
川
氏
ム
4
1

）、

A
が
平
l
お
か
買
い
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一
言
け
、
冗
郊
f
什
可
決
乏
を
拝
一
L

同
庁
r

o
y
h刊
を
執
行
裁
刊
町
に
納
代
二
十
」

汁
こ
の
仏
合
、

H
、
H
へし
I
H

山
り
に
設
立
さ
れ
た
h
つ
斗
梅
r
M
ぽび
M
の

賃
借
濯
凶
作
、
と
の
一
ム
つ
に
処
却
が
れ
る
カ
υ

町
一
裁
判
叶
ば
、
証
」
い
f

、
り
配
日
ず
れ
イ
い
よ
い
か
一
一
に
だ
し
、

r

続
時
ハ
門
肘
や
列
忠
川
市
ド
ド
ndNrJ

川
会
は
い
十
九
九
え
な
ふ
に
よ
し
一

3

5
は
、
主
に
1
刈

ν

強
制
執
行
が
よ
年
一
T
L

た
役
、
ほ
右
刊
渋

r

一一訟が

d
m
ャ
一
心
心
胡
行
資
椎
が
川
叫
に
ヰ
パ
済
こ
よ
打
出
減
し
こ
い
引

と
し
、
こ
九
に
忌
っ
く
強
会
山
秋

h
は
年
致
て
あ
る
ふ
ロ
ェ
ー

川
上
町
中
心
附
古
川
博
徒
認
の
出
掛
ム
八
十
松
起
Y

J

一－

Q

、
の
ふ
肝
求
は
認
め

ら、引いる
3
U
J

V
N力

管

法

本

山

両

郁

rア
准
教
は
日

間
l
九
社
／
υ
。
村
ば
刊
の
昨
ぷ
ロ
m
守
主
造
白
版
刈
1J
て
い
る
た
社

で
あ
る
か

A
引
日
I

く
か
ら
か
月
忠
明
迄
に
被
浪
人
々
」
叫
一
へ
L
、
kEM

q
存
砂
比
較
的
伝
刊
し
M
W
で
の
製
五
以
売
士
す
す
ウ
f
い
、
一
U

t
対

し
て
、

T
刊
業
乙
こ
に
わ
る

B
tは
山
ア
ヨ
止
す
A

叩
高
山
ぜ
一
心
ャ
m
m
L
V

U

剛
氏
込
。
坂
士
し
ご
い
F

J

日
辻
詣
Em
三
何
日
以
じ
で
去
る
も
の
の
あ

ま
円
売
れ
ず
、
日
付
の
梓
判
状
討
は
P
M
l

々
t
化
し
た

A
U
1
γ
υ

日
社

世
ぷ
幻
自
の
r
M
さ
を

F
側
三
一
し
「
一
一
乙
も
丸

J

ヘ

九

九

八

年

に
A
辻
が
い
れ
社
三
呪
収
九
円
併
と
ー

九
世
は
〈
「
－
肘
に
川
町
し
て
、

A
札
従
リ
ポ
「
口
、
日
性
従
業
員
川
町
川
部
条

内
わ
銃
汚
一
は
か
ろ
う
μ

｝
工
、
一
労
耐
時
間
、
何
日
、
慌
山
は
入
社

の
刀
働
条
併
に
に
あ
わ
吠
？
：
二
ー
一
ム
ド
告
が
山
口
つ
れ
た
が
｛
A
辻
心
染

ロ
凡

4u、
引
に
苛
一
打
ペ
ノ

・：＇成 ；九＇1：：空 '/c！明記験i的活

什
の
仁
川
山
一
ム
円
以
っ
た
一
、
京
’

tr齢
に
つ
い
て
は
え
村
刀
ヘ
コ
政
で

あ
っ
た
の
に
汁

J

て
、
日
付
げ
は
定
年
の
定
め
U

町一円
J

つ
IT
こ
と
日

ら
一
実
々
ピ
レ
氏
以
上
心
廿
り
木
員
。
マ
L
P

一
）
、
ミ
ロ
従
業
抗
、
「
旧

日
社
従
来
ハ
久
、
｝
で
宍
h
一yv爪
説
、
：
亡
し
？
い
た
リ

コ
ワ
八
九
十
現
行
、
入
什
の
山
R
h
達
。
阪
d
ベロ

ι問
ハ
一
は
江
）
タ
の
従

宗
門
一
つ
山
在
J

枯
〕
に
し
る
－
主
〈
缶
の
内
訳
口
、

A
仕
FJ
も
こ
も
乙
心

従
業
員
日
二
凡
色
刷
U
O
A

従
業
叫
が
一
八
料
、
従
以
合
件
以
砕
に
採

刈
さ
れ
に
在
日

JZて
丸
る
寸
川
、
ー
も
の
う
九
一
以
ノ
ι
J
U
（
労
働
組

古
に
川
一
子
ご
、
J

る
が
、
句
。
れ

1
訟
は
、

A
仕
の
も
と
も
こ
の
民
主

口
が
三
ニ
2
d
p

↓
吸
収
ム
訂
以
降
に
材
店
主
れ
一
討
が
じ
γ
↓
で
、
旧
日

社
従
業
良
一
一
、
j

ん
的
組
合
員
で
会
る
在
民
い
な
v

A
引
L
L
F
V悦
担
告
は
労
鴛
来
門
の
ト
ヘ
而
聞
な
F
J

古
川
〕
に
刻
一
し
て
交

渉一一正？引い、
J

バ
償
協
約
打
点
締
結
す
る
に
で
つ
に
が
、
7

こ
の
内
百
三
ば
、

六
二
歳
定
年
間
が
へ
片
す
れ
て
ハ
｝
こ
の
労
間
協
約
の
効
力
は
、
司

組
合
員
で
あ
る
川
日
打
従
長
門
口
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
つ
れ
J

〔
」
牧
討
〕
な

セ」い

mw－
フ
ド
は
Q
司
に
迅
甘
い
ハ
日
（
企
店
一
「
エ
ノ
ffL
で
勃
請
す
る

J

川
町
者
で
あ
る

cγ
ば
～
子
末
日
日
川
に
？
ー
は
y

パ
よ
ベ
ソ
を
洲
町
九

行
こ
う
こ
考
え
も
〔
一
司
に
だ
ペ
ラ
心
ゴ
ノ
ケ

J

に
〆
什
復
航
空
券

一
へ
正
計
約
ヘ
り
円
）
言
昨
人
？
〕
、
上
l

刊
に
？
ご
り
L
「

F
－
八
た
少

の
際
、
具
体
的
な
－
m
E
γ
A
1次
会
給
休
明
取
得
、

υ
い
て
の
話
ば
、

中
川
な
か
〉
に

y
ρ
J比
日
戸
己
廷
は
二

H
一川「
J

ぶ1
J

I

J

一
月
一
日
ヱ
ホ
一
て
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あ

旬

、

万

八

什

｛

火

、

ハ

川

一

水

六

二

七

日

夕

、

7
ヘ
一
ス
J

）
心
同
じ
に
つ
い
て
は
、
休
暇
一
千
取
得
デ
る
記
吏
予

ト
イ

J
こ

一

月

九

H

今
司
川
は
、
就
業
同
ruh
上
心
体
口
で

あ
っ
た
コ
リ
一
Z
ノ
が
、
刀
ハ
ハ
了
五
一
に
、

P
が
川
町
し

て
部
川
口
1
L寸
J

へ
き
重
誌
な
社
什
会
議
け
い
開
港
子
一
礼
る
こ
♂
～
な
っ
た
ロ

？
ば
へ
お
訟
の
日
間
忙
を
変
士
門
主
7
0
h
k
L
一
之
一
円
筒
～
し
～
門
知
、
緒
川
口
明
日
公
吉
y
は

三
次
｛
）
と
よ
h
J
勺

L

」

i
i

：
1
l
y

一

P
日
λ1
次
有
給
休
U
J
1
取
得
て
き
る
か
、
ハ
凶
位
は
日
「
r
h
州十次ム竹仏
h

k
山
山
以
山
内
ん
と
ん
ιω
れ
て
計
る
か
、
曲
、
寸
7

立
さ
い
〕

官

v
法

思

想

吏

門

ド

山

市

一

敦

反

手
心
一
閉
山
パ
わ
な
か
だ
b
一
向
人
Y

選
M
L、
前
等
し
な
さ
い

川
川
［
H
a
大ーの
k
f
J

一
特
に
学
部
ぜ
て
孔
在
れ
わ
れ
く
い
心
ょ
っ
な
山

の
法
手
数
奇
は
。
ど
の
ぷ
「
？
し
二
パ
「
成
し
て
き
と
川
り
か
一

F
J
L

の

内
容
｝
方
一
仏
に
カ
ん
ず
る
特
徴
字
以
い
り
あ
げ
つ
つ
、
法
｝
山
想
史
的

町一伝
4

芝
山
ら
一
胤
別

J
Kさ
い
c

内
（
と
ド
日
記
法
］
品
店
む
引
慌
の

J

は
、
他
む
花
宇
一
日
吠
J

品川十、

人
文
科
午
、
斗
－
会
科
了
心
八
人
主
♂
A
E
む
）
の
い
同
訟
の
卜
℃
、
法
、
ぬ

け
斗
刊
午
、
あ
る
L
は、川
vf
、
仙
川
心
、
J

問
へ
の
従

y
叫
性
に
つ
い
て

請
い
〉
一
つ
に
す
る
点
に
あ
ハ
》
っ
こ

3
T
J
、
止
は
n
か
ら
、
一
ハ
〉
F

紀
に
た
暗
さ
札
ー
に
い
以
々
な
法
刈
お
け

2u
っ
と
取
り
あ
げ
、
九

れ
を
詳
し
く
一
副
川
町
し
な
さ
い
）

3

一
帯
小
山
間
正
弐
一
日
一
ゴ
1
U
K
J
J
A

－－
h

つ
い
亡
、
y

ド
、
了
読
ん
J

品川
U
λ
i

ψ
ん

1
y

間
連
で
に
引
な
が
っ
日
川
同
首
ノ
な
さ
い

V
政
治
過
程
論

以
上
の
二
問
ヶ
へ
て

rw叫

J
%」
〆
な
さ
い
c

中川
111

グ
ル
ヲ
プ

f
議

案

mMれ一読｝
f
h

、
1
3
1
5
集
団
が
政
史
決
亡

川
町
市
へ
の
特
守
的
ウ
ク
と
ス
中
決
定
権
そ
の
も
の
ル
独
山
す
る
こ
乙

主
主
、
一
寸
」
と
と
i
J

亡
、
」

u

よ
王
、
ソ
と
つ
よ
エ
1
2
コ4玉
沢
l
v
f
1
J
J
〉

j
t
y
1

メ；
r
l
－
7

↓

I

4

J

L

《

7
イ
ゴ
／

V

I

I

－

の
一
刀
、
そ
の
百
三
ιnd成
？
に
よ
た
り
条
件
心
γ

三
十
日
、
説
明

γ
は
さ

I
V
 

卜
戸ゴ
/ 

正L

"' ザ人

i~ 

閉山内

K
也、ン
L
4
7

一
人
ド
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
一
誌
会
日
岐
低
L
て
る
原
判

乞
ff

｝
力
一
臥
う
に
詞
が
γ
L
j
d
治

以

rη
語
句
丸
々
す
べ
亡
同
；
4

て
hv

…

川
町
、
ぽ
も
」
1
v
c

般
不
川
詑
泣
定
問
一
、

／
l
、
1
4ハ
川
町
刀
平
時
性
一

問
J

伐
後
？
「
一
本
の
む
バ
ヘ
元
良
は
過
す
「
自
の
r

往
来
政
誌
に
4

J

て
J

】＋｝

ら
さ
れ
に
ζ

レ
人
児
簡
に
J
A
L
C

ど
の
よ
う
な
一
以
一
点
計
必
ず
C

れ
｝

刀
か
、
以
の
芯
竹
か
ι一J

べ
て
岡
山
い
、
一
山
町
v
な
さ
い
〔
ヂ
た
、
戦

後

μト
ト
の
科
泊
先
尽
「
「
円
安
一
心
役
割
心
霊
山
ご
っ
た
と
考

d

／る

カ
、
そ
わ
｝
も
弔
問
明
、
で
は
な
か
っ
三
、
考
白
人
る
由
、
E
f
u
九
州
に
う
根
拠

令」
I

小
し
な
げ

J
J

門
川
片
君
の
者
三
／
を
一
前
仁
以
さ
d

ド

ワ
レ
キ
ン
f
ル
F

産
一
、
一
村
正

ff府
、
て
ッ
ト
ワ
？
ク
門

川
一
方
、
「
引
説
：

υ
一

V
岡
本
政
治
m
出

品

調

史

米

原

中

立

川

抗

日

也

以
k
l
m
u
丈
斗
山
作
、
害
ー
一
人
U
U
M
W
弘
中
倍
、
い
L
r
人
且
乃
よ
く
辺
、
つ
れ

二
日
て
あ
る
～
恥
代
順
に
市
町
ぺ
一
ょ
の
る
一

ρ

菩
日
臼
タ
よ
ゲ
辛
E

L

d

J

A

一

ア
ジ
一
」
／
ダ
ヒ
ッ
一
7

1

J

グ
パ
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＇，、ぃ
「
舟
松
町
を
収
ず
る
は
、
先
日
〆
一
J

実
情
一
千
知
る
河
川
く
は
ぼ
く
、
高

品円
L
Z
知一
Q

U
、
先
F
L
T
古
山
に
還
ず
る
に
加
＼
以
な
し
ゆ
え
に
夷

4m
に
rdず
る
は
、

r

だ
に
仰
げ
を
刈
る
の
憎
い
拐
に
令
の
人
な
コ
ず
し

て
、
子
一
一
こ
れ
彼
一
九
州
恥
了
る
の
お
崎
、
法
り
L
ユ

引
一
い
長
ぐ
い

E
M氏
に
有
て
知
れ
に
し
に
山
包
主
｛
一
川
の
八
品
川
に
い
が
d
L

て
は
何
段
、
ふ
り
と
す
し
い
以
に
ナ
ト
ド
ヘ
半
日
大
権
は
々
に
は
燕
内

法
庄
の
FW
諮
る
↓
桂
川
岬
ら
最
上
位
一
心
桂
h
A
に
1
亡
、
供
心
一
ら

に
は
げ
一
言
～
4

一
力
安
持
訓
示
つ
品
川
側
、
温
度
フ
住
心
た
る
を
矢
わ
五
る
な

な
一
へ
ー
や
こ
の
J7r～
凶
的
病
ヨ
は
判
好
l
h
に
志
川
斗
L
、
帝
昌
一
義

的
ペ
ス
k

は
世
界
列
珂
に

h
ふK
V
1
l
m紀
カ

j
k

人
間
ゎ
改
段
、
一

い
！
”
三
ず
ん
は
ピ
士
会
つ
7
U

乙ふ一
J

）
付
へ
芯
J4
革
、
り
鮭
川
一
し
こ
回
、
，

心
良
リ
山
ど
以
己
江
ず
る
の
I
E
l
A

式
人
ば
、
立
1

ノ
f
kに
奮
い
日

rG

円
き
刀
応
に
非
n
J
7
3

や」
h

リ
ー
一
円
川
川
吉
幸
一
L
q
ゴ
タ
イ
～
汗
の
共
布
早
が
英
へ
ん
と
原
返
し
、
葉

土
一
討
伐
ケ
一
色
目
し
ん
対
存
靴
下
出
行
オ
る
川
ソ
叫
、
日
入
r
は
止
の

ん
河
川
げ
よ
り
黒
崎
沿
加
の
浦
川
ご
准
一
山
し
、

J
R
の
方
ι
～
治
そ
が
し
、

ン

J
f
L、
ャ
ル
ル
」
存
い
、
ふ
め
あ
仏
様
日
山
々
」
司

L
I、山一月一軒以

河
の

υ一
抑
迎
ど
築
き
、
更
に
Ll
椛
抱
ホ
五
己
同
誌
と
誼
へ
心

心
大
陸
豪
州
ー
を
L
2
し
れ
、
ふ
て
え
同
心
束
、
け
料
川
崎
、
と

J

午
、
グ
べ
さ
は

前
K
I

日
「
制
ヘ
は
い
一
川
一

・：＇成 ；九＇1：：空 '/c！明記験i的活

J

い
人
沼
支
の
一
弘
擦
問
に
ん
で
れ
、
凡
川
剥
な
る
い
肘

品
目
ー
を
背
負
わ
さ
れ
九
人
出

7

て
一
：
ハ
ウ
ス

1
弐
1
V

三
六
支
郡

小
〈
ハ
ハ
リ
羽
主
心
掛
口
に
伯
れ
一
ー
よ
り
ん
「
に
み
r
る
辻
、
私
ば
品
川
ー
と

古
う
ん
！
引
は
も
せ
ず
、

hR
厄
（
戸
山
＼
ち
）
た
一

r
M
C
道
会
取
げ
不

J

た－

tJな
も
の
で
あ
り
一
了
三
υ

叫
川
事
の
引
↓
へ
の
酌
き
γ

♂
誌
の
明

ナ
の
一
角
か
り
挑
め
な
が
っ
、
静
か
に
三
に
一
日
分
の
止
り
来
う
ず
）

通
小
一
之

J

恒
松
い
ノ
返
っ
て
見
と
や
7
J
L
お
い
ま
す
一
日

以
ド
ー
の
川
、
日
、
「
｛
U

〕
ら
一
川
い
ず
れ
か
っ
b

選
択
し
て
也
、
え

しげ小品、」い

A
L

社
会
J

義
の
沼
｝
想
に
、
，

f
て
、
川
叫
ん
出
店
店
内
恥
減
t

川
村
山
昨
日
一
次

ヘ
同
役
心
二
つ
の
同
期
に
一
方
げ
て
枕
絡
を
述
犬
、
さ
コ
凶
作
［
リ
以
ハ
悼

決
に
よ
る
仕
公
一
＋
定
日
終
需
に
つ
い
ご
も
付
↓
百
し
工
夫

J

い
い
が
ゆ
令
「
辺
一
体
首
一
に
つ
い
て
江
一
戸
主
期
に
三
！
る
バ
体
説

去
の
人
目
ノ
牛
、
川
p

店
社
新
日
剖
の
国
体
、
り
川
則
開
、
明
白
末
切
り
同
体
前

兆
判
、
第
一
次
人
誠
一
山
宗
門
一
回
一
休
を
芝
、

ruf、る
一
点
予
の
円
、
ノ
の

JMパ
バ
に
け
け
て
、

A

の
椛
昭
三
と
位
、
な
さ
し

ιμ
ト
ト
知
古
人
が
ヤ
ジ
ア
（
十

τ」
し
に
い
円
台
持
囚
な
ど
の
い
ん
↑
V

J

？
？
を
ど
の
よ
う
に
註
て
い
こ
カ
、

md
川
初
出
川
、

l
八止山町、

H
中

山
手
羽
の
一
一
コ
の
れ

J

羽
に
人
刀
け
一
一
城
一
乱
L
な
な
い
「

V
地

方

行

政

論

旨

抗

議

石

川

沢

市

お

む

ん
北
口
年
代
以
刊
行
（
U

本
り
し
必
方
い
れ
出
炉
い
肢
の
ゾ
久
化
と
は
い
れ

J
L一
ふ
の
亡
あ
コ
に
か
、
論
述
し
へ
よ
さ
い
主
一
判
。
こ
と
で
い
う
川
叫
ん

政
出
行
政
こ
は
、
地
方
い
と
荘
一
弓
却
〉
政
出
や
行
政
の
み
な
B

ず
、
白

山
出
方
関
係
や
主
ハ
川
政
府
の
」
疋
摂
円
守
JP
」
ム
く
主
わ
ち
の
と
ず
る
ド

ワ

（！メ人比主手、 cs'1 '"'' 2s:3 '20凶＼， c' 



北
村
山
吋
山
講
師

V
経
済
史

也
略

V
財
政

笠
略

V
情

報

法

鈴

木

舟

羊

、

教

長

当
時

V
裁
判
同
7

「
木
ト
「
丈
社
敦
片

ザ
哨
読
さ
取
り
上
げ
に
内
一
行
の
山
か
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